
廃棄物を監視する
セイブ・フィリピン・シー

チーフ・マーメイド＆エグゼクティブ・ディレクター
アナ・オポサ



こんにちは。私はアナです。
チーフ・マーメイドを務めており、趣
味は読書で、ペットを飼っています。



セイブ・フィリピン・シーについて

セイブ・フィリピン・シー（SPS）は、

市民（海を守る市民）一人一人が

力を合わせて行動を変えることを

促し、沿岸や海洋の資源の保護と

保全に尽力することを目的とする

非営利団体です。



私たちのアドボカシー

政府、企業、学校、
非政府機関

（NGOs）、個人と関
わる

環境の保全に向け
て行動をを起こす
ことができるよう
「海を守る市民」

を支援する

私たちのかけがえの
ない海洋資源を保護
することでもたらさ
れる価値について社
会に知ってもらう

関わる 知ってもらう 支援する





フィリピン共和国は、

「世界有数の海洋生
物の多様性

の宝庫」であるとい

われています



フィリピンの海には ...



およそ3,000種の魚類
が生息しています

その中には、フィリ
ピンの海でしか見ら
れない種もいくつか
含まれています



ウミガメの5/7、
そして数多くの

海の希少種や絶滅危惧種



500種を超える
サンゴ



こんなにも資源が豊
富な海なのです



海洋生物の
多様性



海で起き
る不幸な
出来事 不法漁業

海洋ごみ

無秩序な観光 野生生物の違
法取引

気候変動



世界で3番目に多い量のプラスチックを海洋に投棄している国
がフィリピンである理由とは？

2015年10月6日午後1時10分（フィリピン標準時）



フィリピン共和国には
インフラがなく、廃棄
物を管理しようという
政治的な意志もありま

せん。

環境汚染は陸上と海
洋の野生生物と私た
ちの経済に悪影響を
もたらします。

私たちは回収して
リサイクルできる
以上の量の物を
使っては捨ててい

ます。



私たちのマーフォーク・

マニフェスト

あるいは、私たちのアドボカシーか
らわかること



海にも想い
を広げてみ
ましょう



フィリピン共和国
は、世界のソーシャ
ル・メディアの中心
地といわれます。



私たちは、ソーシャル・グッ
ドをもたらすために、ソー
シャル・メディアをいかに活
用できるでしょうか？



ウェディング・レジストリを
作ろう

お米、紙吹雪、花火、ランタ
ンを使わないお祝いを

装飾品は買うのではなく、レ
ンタルで

環境への影響を最小限に抑えるウェディング
に賛同しよう

デジタル化とペーパーレス化
を図ろう

補水所を用意し、バーでプラス
チック製のカップやストローを使
うのをやめよう

記念品や装飾物に貝殻、サ
ンゴ、ヒトデ、砂を利用す
るのはやめよう



コロナウイルスが感染
力を持って生存する期
間は、付着する物質に
よってさまざまである
ことが複数の実験によ
り実証されています。

自分の再使用可能品にはコ
ロナウイルスが付着してい
る可能性があるので、使い
捨てのプラスチック製品を
使うようがよい。

再使用可能品でも使
い捨て品でも汚染し
ている可能性があり
ます。

プラスチック材は使
い捨てなので使って
も安全だ。

すべての物品には、供給チェーン全体にわたりさまざまな
病原体が付着する可能性があります。

さまざまな表面上に付着したコロナウイルスは、アルコール消
毒や石けん水によって死滅することが明らかとなっています。



アプリやウェブサイトから注文するときは、
すでに家にある使い捨ての用具や調味料は
要らないと伝えましょう。電話で注文する
ときは、その旨を担当者に伝えましょう。

レストランによっては、使い捨てのメニュー
を用意しています。レストランへ行く前に
オンラインでメニューを確認しておき、使い
捨てのメニューは利用しないようにしましょ
う。

地域経済を支え、ご自分のカーボン・
フットプリントを削減できるよう、
近所の小型店舗に注文するように
しましょう。

廃棄物ゼロの習慣はやめ
ることなく、
ぜひ続けましょう。

外食するとき：

食品を注文するとき：

パンデミックの最中における再使用
可能品の利用に関する手引き

レストランで使い捨ての皿や食器類が採用され
ている場合は、自分の皿や食器類を持参し、使
い捨て品はなるべく使わないようにしましょう。

プラスチック汚染、気候変動、海洋ごみ
の問題は、パンデミック以前から存在し
ていましたし、今後も長く私たちが直面
してゆく問題です。



システムそのものに訴えか
けましょう

表面の現象ではなく、



どうぞご協力ください！





「リサイクルの再考イヤー3」に選ばれた10
の取り組みをご紹介します！

イヤー3

廃棄物汚染の解決策をサポート
リサイクルの

再考

廃棄物汚染の解決策

地域社会のごみをCash Sack容器へ

廃棄物削減ソリューション

プロジェクトHOPE（私たちの地球を癒そう）

サウスランド・カレッジUGYON：Basura Mo, Manggad Ko!



もっと力を合わせよう

廃棄物管理における連帯責任 廃棄物管理と気候変動の関係性

私たちの大切な環境資源
を浪費していますやあ、シーリ

ごみはどうやって分別す
ればよいだろうか？



しっかりと守る

便利さ

長持ちする

健康福祉

プラスチックへの依存が増す一方でインフラが存在せず、廃棄物の管理が十分に
行われていないため、海にはたくさんのプラスチックが漂流することになります。

プラスチックの魅力であるその品質こそが問題を引き起こす可能性もある
のです。プラスチックを利用することにはさまざまなメリットがあります
が、プラスチックを廃棄すればさまざまなデメリットが生じます。

プラスチック廃棄物：
悪夢のロマンス

プラスチックが魅力的な選択肢であることは容易にわかります。
一目で、プラスチックが理想的な品質をいくつか備えていることがわかります。

あるラブ・ストーリー

プラスチックと私たち：

なぜ、このようなことが起きたのでしょうか？

海にはたくさんの
ごみが漂流してい
ます。

離島にでも物品を容易に持ち運ぶことができる

耐久性に優れ、再使用が可能

医薬品、その他のケア製品の品質を
保ってくれる

食品を害虫、病原菌、湿気から守ってくれる





海洋ごみ
学習キット

推進者向けガイド



若い力が必要です。







若者は明日の
リーダーです。



リーダーも若者です
今日の



教育をしましょう
行動につながる



廃棄物
ウォッチャー













ボトル類1,000,000本以上
ストロー10,000本以上

風船とランタン類20個以上
300軒以上の家屋

回収できた廃棄物



終わりはありません。



安全で、持続可能で、国内
のさまざまな場所で利用で
きる補給場所の普及を求め
る運動

安全で、持続可能で、国内のさまざまな場所で利用できる化粧品や家庭用品の補給場所
の普及を求めてゆく運動を私たちと一緒に進めましょう！

1. 補給活動を、生産活動から切り離して別のものとして定める
2. 補給場所、それらの安全衛生上の必要条件を定める
3. 補給製品のラベルと補給場所に表示する必要のある最小限の情報を定める

以下を通して化粧品や家庭用品の安全な補給場所を国内のさまざまな箇所に配置できるよ
うに既存の規制を改善することで、使い捨てにより発生するプラスチック廃棄物から私た
ちのかけがえのない海を守ることを、私たちは食品医薬品局に求めます

メインストリーム・リフィリング

To: フィリピン共和国食品医薬品局

メインストリー
ム・リフィリング

キャンペーン発案者：
アナ・オポサ



Makewaves.



海との対話
Save Philippine Seas

www.savephilippineseas.org

@savephseas

info@savephilippineseas.org

http://www.savephilippineseas.org/
mailto:info@savephilippineseas.org
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